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市税 
123億7,347万6千円（46.6％）

国庫支出金 37億2,044万5千円（14.0％）

地方交付税　5億円（1.9％）

その他 4,622万5千円（0.1%）

繰入金 20億5,399万8千円（7.7％）

教育費 29億5,895万3千円（11.1%）

衛生費 24億3,459万7千円（9.2%）

公債費 17億4,312万8千円（6.6%）

消防費 9億3,316万5千円（3.5%）
商工費 3億1,054万2千円（1.2%）
議会費 2億4,906万2千円（0.9%） 農林水産業費 1億3,032万8千円（0.5%）

県支出金 19億7,408万3千円（7.4％）
市債 16億6,500万円（6.3％）

地方消費税交付金
15億9,000万円（6.0％）

諸収入 7億7,370万3千円（2.9%）

歳入
265億
4,500万円

歳出
265億
4,500万円

民生費 110億8,624万1千円（41.8%）

分担金及び負担金 1億4,836万1千円（0.6%）
地方譲与税 1億4,550万円（0.5%）
寄附金 1億1,579万5千円（0.4%）
その他 2億7,019万3千円（1.1%）地方特例交付金 4億5,570万円（1.7％) 

繰越金 3億円（1.1％) 
使用料及び手数料 2億7,874万6千円（1.1％) 
法人事業税交付金 1億8,000万円（0.7%）

総務費 26億2,348万7千円（9.9%）

土木費 40億2,927万2千円（15.2%）

【用語の解説】
〇歳入

市税／市民税など、市に納められた税金
国庫（県）支出金／国（県）からの補助金、負担金など
繰入金／基金の繰入れなど
地方消費税交付金／県で徴収された地方消費税の2分の1
　　　　　　　　　 に相当する額について、人口や従業者
　　　　　　　　　 数などにより按分され市町村に交付
　　　　　　　　　 されるもの
〇歳出
民生費／児童・高齢者・障がい者福祉などに要する経費
土木費／道路・河川・公園の整備、土地区画整理事業、
            市営住宅の管理などに要する経費
教育費／学校教育や社会教育などに要する経費

各会計歳出予算額一覧
会計区分 令和6年度予算額 前年度比

一般会計 265億4,500万円 7.0％

特
別
会
計

国民健康保険 50億6,490万円 △3.9％
土地取得 130万円 ±0.0％
介護保険 43億1,350万円 8.8％
後期高齢者医療 11億7,250万円 13.6％

小計 105億5,220万円 2.8％
企
業
会
計

水道事業  27億2,400万円 10.4％
下水道事業 30億2,540万円 △5.2％

小計 57億4,940万円 1.6％

問 財務課　財政係（☎95－0146）
令和6年度当初予算は、一般会計・特別会計・企業会計の総額で428億4,660万円（前年度比5.2％増）となりました。
令和6年度は、第6次知立市総合計画および第2期知立市まち・ひと・しごと創生総合戦略の最終年度となっており、目標

達成に向けて、各事業を適正に実施し、第6次知立市総合計画の将来像である『安らぎ・にぎわう　住みよさを誇れるまち「輝
くまち　みんなの知立」』の実現に向けた予算編成としております。知立駅の高架利用が段階的に供用開始される中で、駅
周辺の整備等を実施し、波及効果を図るとともに、カーボンゼロ施策として、住宅用地球温暖化対策設備補助事業の拡充や
公共施設等のＬＥＤ照明への切替えを実施し、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）として自治体情報システムの標
準化・共通化への本格的な移行作業を開始し、物価高騰対策として引き続き学校給食費は据え置き、また、災害対策として、
防災行政無線（同報無線）の更新や水道管の耐震化、指定避難所となっている小中学校の受水槽に非常用給水栓を設置する
など限られた財源を有効に活用し、優先順位を決めて予算の編成を行いました。

今後については、給与改定・会計年度任用職員への勤勉手当支給に要する人件費の増、障害福祉サービス等の扶助費の増、
高齢化による社会保障関係費の増を見込んでおり、また、物価高騰による光熱費などは依然としてコロナ禍前の水準より高く、
財政の硬直化が懸念されるため、脱炭素化と合わせてエネルギーコストが低いものに更新していきます。

特定財源の確保にも引き続き努めており、ふるさと納税を活用したクラウドファンディング等を実施し、自主財源確保
に努めていきます。

令和6年度当初予算

一 般 会 計
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令和6年度当初予算に計上した主要事業について、第6次知立市総合計画で位置付けた6つの
基本目標に分けて紹介します。

令和6年度主要事業

1 人と環境にやさしく、健康で安心して暮らせるまちづくり

2 人々が集う交流のまちづくり

受水槽非常用給水栓取付事業
【新規】3,850千円（安心安全課）

災害時の断水に備え、受水槽に貯留されている水道水を
有効活用するための蛇口を設置します。
防災行政無線（同報無線）更新事業

【新規】108,192千円（安心安全課）
災害時や災害が発生するおそれがある場合および災害時

以外で緊急的に伝達が必要な行政情報（Jアラートとの連携
による緊急情報）を迅速かつ確実に住民に伝達することで、
市民の生命・財産を守ります。
防犯用具購入費等補助事業

【臨時】4,800千円（安心安全課）
令和5年10月より新たに防犯用具購入費等補助制度を創

設しました。この補助制度を実施することにより、住宅侵
入盗や自転車盗、自動車盗への対策を重点的に促進し、市
内の犯罪減少に繋げます。
ひきこもり等支援事業

【新規】180千円（福祉課）
ひきこもり等により社会生活に困難を抱える人やその家

庭等に対し、福祉・教育・医療・雇用等の様々な関係機関が効
果的に連携していけるよう、子ども・若者支援地域協議会を
組織して相談支援体制の整備を図ります。

知立蔵福寺土地区画整理事業
4,548千円（まちづくり課）

区画整理を行うことで、良質な住宅地確保、住宅需要に
対する供給の確保、新たなコミュニティ形成を図ります。
山町道路新設事業

【新規】44,607千円（まちづくり課）
増大が予測される通行車両に対し、通学路の安全確保と

利便性の向上の目的で、道路整備を行います。
知立中央通線歩道改良事業

【新規】38,800千円（土木課）
現況道路幅員の中で路肩を縮小し、その分歩道を拡幅す

る歩道改良を行うことにより安全な歩行者通行空間の確保
を図ります。
牛田町山屋敷1号線道路改良事業

【新規】3,700千円（土木課）
踏切内に歩道を設置し、併せて踏切前後に歩道を整備す

る道路改良を行うことで、道路交通の円滑化を図るととも
に、歩行者の安全確保を図ります。
並木整備事業

【新規】3,240千円（都市計画課）
知立中学校北側にある桜並木において、桜の植替えを行

うことで、倒木や落下枝による事故を防ぐとともに、開花
時期には多くの散策者が安全・安心に散策できる環境を確
保し、市民から親しまれている桜の名所の維持を図ります。
インクルーシブ遊具設置事業

【新規】75,700千円（都市計画課）
障がいのある子もない子も、誰もが利用できるインク

ルーシブ遊具を設置し、多様な交流による賑わいを創出し、
誰もが使いやすい魅力的な公園整備を図ります。

知立まつりパブリックビューイング事業
【新規】2,090千円（経済課）

知立駅前暫定広場にビジョンカーを配車し、山車文楽・
からくりのパブリックビューイングができる環境を整備
することで、知立まつりの魅力発信と来場者の分散による
安全確保を図ります。
地域公共交通事業

154,667千円（まちづくり課）
ミニバスについて、1コース（グリーン）および2コース

（パープル）の車両更新を行うことで、引き続き市民の足
を確保し、持続可能な公共交通を目指します。

成人歯科健診事業
【拡充】 817千円（健康増進課）

乳幼児歯科健診から高齢期まで切れ目のない健診を行う
ことで、市民が一人でも多く若いころからの口腔ケアを実
施し、長く健康でいられることを目的とします。
公共施設のあり方検討事業（公共施設照明LED化事業）

【新規】　992千円（財務課）
公共施設等にLED照明を導入することで、電力自給率の

向上、電気料金等経常経費の削減、脱炭素化を図ります。
住宅用地球温暖化対策設備補助事業

【拡充】44,690千円（環境課）
昨今の電力価格高騰や災害時の電源確保の必要性等を踏

まえつつ、余剰電力の自家消費を一層促進するため、太陽
光発電システムの設置とともに、住宅の省エネ・創エネ・蓄
エネ設備の設置に対して補助することにより、温室効果ガ
スの排出を抑制し、地球温暖化防止の促進を図り、市民の
暮らしの脱炭素化を推進します。
竜北中学校・南中学校夜間照明設備借上事業

【新規】320千円（生涯学習スポーツ課）
竜北中学校および知立南中学校のナイターの省エネ設備

（LED照明）導入により、消費電力量が抑えられるとともに
交換コストの削減を図ります。

知立駅周辺整備事業の事業費　　1,672,328千円
（前年度比　61,375千円増）

知立連続立体交差事業
1,040,000千円（都市開発課）

知立環状線整備事業
10,048千円（都市計画課）

知立南北線整備事業
22,209千円（都市計画課）

知立駅周辺公園整備事業
【新規】8,349千円（都市計画課）

西新地地区土地利用計画調査事業
23,981千円（まちづくり課）

知立駅南土地区画整理事業
60,262千円（都市開発課）

知立駅周辺土地区画整理事業
408,226千円（都市開発課）

知立連続立体交差関連事業
99,253千円（都市開発課）

一 般 会 計
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企業立地推進事業（市道西中町11号線道路改良事業）
【臨時】199,780千円（企業立地推進課）

市道西中町11号線を拡幅整備することで歩道設置が実
現し、地元住民等の安全な歩行者空間を確保します。
企業立地推進補助金交付事業

【臨時】 75,190千円（企業立地推進課）
市内企業の再投資にかかる補助や工場等を新増設する際

の支援などに加え、市内にオフィス等を新設等した事業者
に対して補助する知立市オフィス開設等補助金を新設する
ことで、新たな産業の創出、雇用機会の拡大を図ります。

学校給食運営事業（物価高騰による賄材料費）
【臨時】346,254千円（物価高騰分40,951千円）（教育庶務課）
物価の高騰により家計への負担が高まる中、給食の賄材

料費の値上げ分を市費負担にて対応することにより、子育
て家庭への支援並びに子どもの成長に必要な栄養素や季節
に応じた行事食等を提供でき、食育の学びにも繋がります。
子ども・子育て支援事業計画策定事業

【臨時】4,028千円（子ども課）
近年の社会潮流や本市の子どもを取り巻く現状等を確認・

検証し、すべての子どもが健やかに育ち、また安心して子
どもを産み育てることができるよう計画を策定します。
私立保育園等運営事業（徳風保育園園舎建替え事業）

【臨時】265,065千円（子ども課）
徳風保育園の施設老朽化による園舎建替えの支援を令和5

年度から令和6年度にかけて行い、園児たちの安全を守ると
ともに、入所児童数の拡充等保育環境整備を図ります。
保育園保全事業

【臨時】151,959千円（子ども課）
建設から45年が経過した宝保育園の大規模修繕工事を

令和4年度から令和6年度にかけて行い、施設の長寿命化お
よびより安全・安心な保育運営を図ります。

日本語教室等開催事業
5,000千円（企画政策課）

外国人市民を対象とし、日本語教室およびキャリア教育
の講座を開催します。これにより、外国人市民の就業等の
促進を図り、持続可能な多文化共生のSDGs未来都市の担
い手創出を図ります。

第7次知立市総合計画策定事業
【臨時】9,589千円（企画政策課）

策定にあたっては、知立市総合計画審議会やアンケート、
ワークショップ等を実施し、幅広く意見を取り入れるもの
とします。また、近年著しく変化する社会情勢（SDGs、デ
ジタル化、DX等）のほか、知立市人権尊重のまち宣言、ゼロ
カーボンシティ表明、多文化共生の取組等、本市の特徴を
より一層意識することにより、近年の変化に寄り添いなが
ら市民が抱く課題等を反映することで、持続可能な市政運
営に繋がることが期待されます。
自治体情報システム標準化・共通化対応事業

【新規】210,851千円（企画政策課）
デジタル基盤の整備により住民サービスの向上を目指す

とともに、従来、大きなコストが生じていた基幹業務シス
テムの運用において、標準化により業務全体に係るコスト
削減を図ります。

非常放送設備および自火報設備更新事業
【臨時】12,856千円（生涯学習スポーツ課）

スギ薬局知立福祉アリーナの非常放送設備および自動火
災報知設備を更新することにより、災害時等において利用
者の安全を確保します。

農地改良費補助事業
【新規】5,000千円（経済課）

農業者が実施する農地の嵩上げ等工事にかかる費用を補
助することで、効率的な農業の運営を図ります。
中心市街地出店事業者支援補助事業

【新規】4,400千円（経済課）
中心市街地における賑わいの創出を目指し、中心市街地

内の空き店舗を賃借し、飲食店等の昼間の営業を行う事業
者を支援するため、店舗の改装費および家賃の補助を行い、
中心市街地の活性化と空き店舗の活用を図ります。

子どもサポート教員配置事業
【拡充】83,127千円（学校教育課）

特別な支援を必要とする児童生徒への教育的支援を行う
ため、各小中学校に「子どもサポート教員」を配置すること
により、一人一人の教育的ニーズに応じた個性の伸長をめ
ざし、きめ細かな対応を図るとともに不登校やいじめのな
い学校環境をつくります。
早期適応指導員配置事業

【拡充】38,288千円（学校教育課）
早期適応指導員を増員することで、外国人児童生徒への

初期の日本語教育などを行い、小中学校生活への早期適応
を図ります。
コミュニティ・スクール推進事業

【新規】1,200千円（学校教育課）
小中学校にコミュニティ・スクールを開設することで、学

校と地域住民の連携を進め、地域全体で子どもの成長を支
えます。

3 次代を担う子どもを豊かに育むまちづくり

5 芸術や文化を大切にするまちづくり

6 知立が輝くための仕組みづくり

4 互いの人権を尊重し、思いやりの心をはぐくむまちづくり

知立市の予算を家計に例えると…
〇支出（単位：円）
食費（人件費） 74,000
医療費（扶助費） 88,000
ローン返済費（公債費） 25,000
家・車・家電等の買換え・修繕
（普通建設・維持補修費） 48,000

光熱水費（物件費・補助費等） 108,000
貯金（積立金・投資・出資・貸付金） 9,000
子どもへの仕送り（繰出金） 29,000
その他（予備費） 1,000

合　　計 382,000

〇収入（単位：円）
給与（市税、交付税、交付金等） 304,000
　　うち基本給（市税） 178,000
　　うち諸手当（国県支出金等） 126,000
副業収入（使用料・その他収入等） 24,000
貯金切崩し（繰入金） 30,000
銀行からの借り入れ（市債） 24,000

合　　計 382,000
〇貯金および借金残高（令和5年度末時点見込）（単位：円）
貯金残高 794,000
借金残高 2,850,000

　知立市の一般会計予算265億4,500万円を令和4年分民間給与実態統計調査（国税庁）
平均給与458万円（約月収38万2千円）の家計に例えてみました。

■
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立
市
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計
簿


